
１．府民の公共施設として親しみやすく、便利で、かつ、安全なものとする。
・階数、階高をおさえ周辺地域に対して圧迫感、日影の影響をおさえる。
・周辺の住宅との調和の取れた温かみのある、親しみやすい外観とする。
・来庁者の主出入口付近は十分なオープンスペースをとり、周辺への視認性と開放性を確保した計画とする。
・来庁者の動線を明確にし、訪れやすい人が迷わずに目的の窓口にアクセスできる利用のしやすい計画とする。

２．警察機能が十分発揮できるよう、社会的、技術的及び造形的にも調和の取れたものとする。
・関連する諸室の連携に配慮、必要なバックスペースを適切に確保し、機能的な庁舎とする。
・地域に対して安心感を与える正面性のある計画とする。

３．良好な居住環境を確保し、24時間業務に対応できるものとする。
・利用人数に合った十分な執務スペースを確保する。
・署員の執務スペースはできるだけ自然の採光・通風に配慮した計画とする。

４．防災活動拠点としての機能を確保したものとする。
・十分な耐震性能を持たせ災害時にも拠点施設として有効に活用できる堅牢な庁舎とする。
・自家発電機、受水槽容量などは災害時のインフラ破壊時にも庁舎が有効に機能するように計画する。

５．環境に配慮したものとする。
・敷地内緑化、保水性舗装、屋上緑化などを採用し、ヒートアイランド現象を低減する計画とする。

◼ 所在地 豊中市南桜塚三丁目
◼ 敷地面積 2,759平方メートル
◼ 建築面積 1,655平方メートル
◼ 延床面積 6,146平方メートル
◼ 構造階数 鉄筋コンクリート造

地下１階地上４階建
◼ 工事期間 平成26年10月から平成28年９月
◼ 設 計 株式会社類設計室
◼ 施 工

コーナン・富国特定建設工事共同企業体
◼ 請負金額 1,670,000千円

府警施設大阪府豊中警察署


